
ば
ん
げ
の「
い
い
顔
」み
ぃ
つ
け
た
！

関
連
ペ
ー
ジ
…
P14

塔
寺
い
こ
い
の
森
百
年
委
員
会

あ
い
づ
ば
ん
げ

議
会
だ
よ
り

第
２
回（
６
月
）定
例
会
 

２
一
般
質
問（
８
人
が
登
壇
） 

６
議
会
の
動
き
 

11
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
・
編
集
後
記
 

14

目
次
 －
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N
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号

令
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７
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８
月
25日

発
行

福
島
県
会
津
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下
町
議
会
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第２回定例会

一
般
会
計
補
正
予
算
修
正
案
提
出

古
川
町
政
に
待
っ
た
！

町
が
小
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童
生
徒
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
子
育
て
世
代
を
応
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
保
護
者
に
対
し
、

・
小
学
校
入
学
祝
金　
３
万
円

・
中
学
校
入
学
祝
金　
７
万
円

（
※
入
学
準
備
に
要
す
る
費
用
と
し
て
算
出
）

を
支
給
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

令
和
７
年
度
対
象
者

・
小
学
校
82
名

・
中
学
校
101
名　
　
　
合
計
１
８
３
名

支
給
総
額　
　
　
　
　
　
９
５
３
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算
の
一
部
と
し
て
第
２
回
定

例
会
に
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
嵐
一
夫
議
員
よ
り
、
小
中
学
校
入
学
祝
金
に

つ
い
て
、
次
の
提
出
理
由
か
ら
実
施
し
な
い
旨
の
修

正
を
し
た
い
と
し
て
、
そ
の
費
用
を
削
除
す
る
た
め

の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
提
出
理
由
）

・�

こ
の
度
の
町
長
の
選
挙
公
約
に
あ
っ
た
が
、
選
挙

の
な
い
時
に
は
保
育
料
の
負
担
増
。
令
和
４
年
度

と
５
年
度
で
６
０
０
万
円
の
負
担
増
が
あ
っ
た
。

選
挙
時
は
支
給
す
る
の
か
。
選
挙
目
当
て
と
理
解

し
、
実
施
時
期
と
動
機
が
不
純
で
あ
る
。

・�

長
寿
祝
金
に
は
条
例
が
あ
る
。
入
学
祝
金
に
つ
い

て
も
条
例
を
制
定
し
て
実
施
す
る
の
が
妥
当
で
あ

る
。

・�

ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
支
出
す
る
な
ら
ば
、
基
金
・

特
別
会
計
を
作
り
、
明
確
に
支
給
す
る
こ
と
が
正

当
で
あ
る
。

・�

提
案
す
る
に
は
十
分
な
検
討
・
協
議
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。

小
中
学
校
入
学
祝
金
の
費
用
を

削
除
す
る
修
正
案

修
正
案
に
対
す
る
質
疑
（
抜
粋
）

小
中
学
校
入
学
祝
金
と
は

　
　
　

物
価
高
騰
に
よ
り
若
者
世
代
が
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
中
、
緊
急
的
な
こ
の
よ
う
な
措

置
は
良
い
施
策
だ
と
思
う
。
条
例
制
定
に
当
た
り
、

ど
の
よ
う
な
項
目
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

趣
旨
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

�

（
髙
久
敏
明
議
員
）

　
　
　
全
体
的
な
財
源
や
ど
の
よ
う
な
形
で
支
給
す

る
か
、
金
額
等
が
じ
っ
く
り
検
討
さ
れ
て
い

な
い
。
議
会
と
協
議
し
一
緒
に
考
え
た
い
。
こ
れ
が

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
だ
と
思
う
。

　
救
済
・
支
援
は
良
い
こ
と
だ
が
、
唐
突
に
作
ら
れ

た
の
で
制
度
自
体
に
欠
陥
が
あ
る
。
プ
ロ
セ
ス
を
踏

ん
で
や
る
の
が
議
会
で
あ
る
。

�

（
五
十
嵐
一
夫
議
員
）

問答
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第２回定例会

町長に対する問責決議

記名投票により、
賛成　２票　　反対10票
となり、反対多数で否決されました。

（詳しい賛否は４ページをご覧くだ
さい）

小畑監査委員に対する辞職勧告決議

無記名投票により、
賛成　２票　　　　反対９票
となり、反対多数で否決されました。

〈 採決結果 〉

修
正
案
に
対
す
る
討
論

採
決
の
結
果
は

古
川
町
長
問
責
決
議

小
畑
監
査
委
員
辞
職
勧
告
決
議
も
提
出
さ
れ
る

　
五
十
嵐
一
夫
議
員
よ
り
、
６
月
１
日
執
行
の
町
長

選
挙
に
お
い
て
、
町
議
会
選
出
監
査
委
員
の
小
畑
博

司
議
員
を
古
川
候
補
の
選
挙
対
策
本
部
長
に
就
任
さ

せ
た
（
し
た
）
こ
と
に
つ
い
て
、
五
十
嵐
一
夫
議
員

の
私
見
に
よ
る
と
、
古
川
町
長
に
対
し
て
は
、
二
元

代
表
制
に
お
け
る
町
と
議
会
の
関
係
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
政
治
責
任
を
問
い
、
小

畑
博
司
議
員（
議
会
選
出
監
査
委
員
）に
対
し
て
は
、

監
査
委
員
は
常
に
公
正
不
変
の
態
度
を
保
持
し
て
監

査
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
二
元
代
表
制
、
議
会
の
機

能
を
失
墜
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
監
査
委
員

辞
職
の
勧
告
を
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
少
子
化
の
中
で
、
子
育
て
世
代
を
応
援
し
た

い
と
い
う
施
策
だ
と
思
う
が
、
一
方
で
高
齢

者
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
話
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
も

そ
も
子
育
て
世
代
に
対
す
る
施
策
と
高
齢
者
に
対
す

る
施
策
は
平
等
に
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
何

が
平
等
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
何
を
優
先
す
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

�
（
小
畑
博
司
議
員
）

　
　
　

私
が
執
行
者
で
あ
れ
ば
き
ち
ん
と
答
弁
す

る
。
高
齢
者
の
長
寿
祝
金
と
入
学
祝
金
は
別

物
で
あ
る
。
高
齢
者
に
対
し
て
は
切
り
離
し
て
や
る

べ
き
だ
と
思
う
。

�

（
五
十
嵐
一
夫
議
員
）

問答
子
育
て
世
代
の
生
活
は
、
物
価
高
騰
も
続

く
中
で
苦
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
行
政
が

で
き
る
こ
と
は
で
き
る
限
り
早
く
や
る
べ

き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
入
学
祝
金
」
創
設
は

す
ぐ
に
も
実
現
す
べ
き
で
あ
り
、
修
正
案
に
は
反
対

で
あ
る
。

�

（
小
畑
博
司
議
員
）

修
正
案
に
対
す
る
採
決
の
結
果
は

　
賛
成　
２
名　
　

　
反
対　
10
名

と
な
り
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
し

い
賛
否
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
な
お
、
議
案
第
41
号
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
し
い

賛
否
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

さ
ら
に
！
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（万円未満四捨五入）

令和７年度 補正額 補正後の額

一 般 会 計 5億6,531万円 91億3,828万円
特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 2,505万円 19億2,125万円
介 護 保 険 403万円 24億1,873万円
後 期 高 齢 者 医 療 8万円 2億3,526万円

企
業
会
計

水道（収益的支出） 223万円 4億7,894万円
下水道（収益的支出） 11万円 3億9,847万円

校
医
等
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

令和７年度一般会計補正予算ほか
条 例補正予算 「

内
科
医
」
を
「
小
児
科
医
又
は
内

科
医
」
に
変
更
し
、
小
児
科
医
を
校
医

と
し
て
任
命
で
き
る
よ
う
に
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
髙
久　
敏
明

五
十
嵐
孝
子

目
黒　
克
博

物
江　
政
博

横
山　
智
代

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

五
十
嵐
正
康

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

山
口　
　
享

赤
城　
大
地

議案第 41号
令和７年度会津坂下町一般会計補正予算（第
２号）

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○

議
長

令和７年度会津坂下町一般会計補正予算（第
２号）に対する修正案 × × × × × × × × 欠 ○ × ○ ×

発議第２号
古川庄平町長に対する問責決議 × × × × × × × × 欠 ○ × ○ ×

発議第３号
小畑博司町議会選出監査委員に対する辞職
勧告決議

無記名投票により
賛成２・反対９

退 欠

請願第４号
はたらく女性への健康配慮を求める請願 × ○ × × ○ ○ × × 欠 × × × ×

請願第８号
「消費税 5%への減税を求める意見書」の提
出について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○

請願第 10号
国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入を求
める意見書」提出についての請願

× ○ × × ○ ○ × × 欠 × × × ×

発委第６号
消費税 5%への減税を求める意見書の提出
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　退：退席　　　議長は採決に加わりません。

私はこう判断！私はこう判断！
賛否の分かれた議案

討論 一般会計補正予算に
対する討論

小中学校入学祝金について、予算化が
されていないものに対して補正というの
はおかしいのでは。

計画性に欠けているし、創設ということであれば次
年度入学生から対象でもいいのではないか。
また、長寿祝金と同様に条例化し、しっかりと議論

を重ね、よりよい子育て支援に繋げるべきである。
喫緊の課題は、保護者を含めた「心の支援」であり、

これこそが真の子育て支援である。
したがって、一般会計補正予算に反対である。

酒井育子 議員

近年の物価高騰、実質賃金
のマイナスが続き、厳しい経
済状態が続いている中、子育

て世帯の支援の一環としての小中学校入学
祝金に賛同する。今後とも子育て支援の拡
充に取り組んでいただくことを切に願う。

佐藤宗太 議員
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請願の結果

件　　名 請　願　者 紹介議員 結 果

第４号 はたらく女性への健康配慮を求め
る請願

会津の大地と健康を守る会
代表　千葉親子 小畑博司 不採択

第６号 地方財政の充実・強化を求める意
見書提出請願書

日本労働組合総連合会福島県連合会
両沼地区連合会
議 長　檜山洋明

小畑博司 継続審査

第７号

「国の『被災児童生徒就学支援等
事業』の継続と、被災児童生徒の
十分な就学支援を求める意見書」
の提出を求める請願書

福島県教職員組合
中央執行委員長　瀬戸禎子
福島県教職員組合両沼支部
支部長　星　和雄

横山智代 採択

第８号 「消費税 5% への減税を求める意
見書」の提出について 消費税廃止各界連絡会

事務局　服部　雅 小畑博司
採択

第９号 「インボイス制度廃止を求める意
見書」の提出について 採択

第 10号
国に対し「選択的夫婦別姓制度の
導入を求める意見書」提出につい
ての請願 新日本婦人の会会津坂下班

代表　保知　栄子 小畑博司

不採択

第 11号
国に対し「女性差別撤廃条約選択
議定書のすみやかな批准を求める
意見書」提出についての請願

継続審査

討論 請願第８号「消費税5%への減税を求める意見書」の
提出について

請願第10号　国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」提出について
の請願

この国の経済を立て直すには大胆
な経済政策が必要である。よって、
消費税は廃止するしかない。

五十嵐孝子 議員

導入すれば、子供の氏の安定性が
侵される。戸籍制度が崩壊するなど
社会秩序の保持にとって大変危惧さ

れる状況となる。本請願の採択によって地方の
方々が困っているかのような誤ったメッセージを
発信するべきではない。
� 髙久敏明 議員

消費税５％への減税は直接の物価
高対策になり中小企業支援にもなる
最も効果的な減税である。すべての

商品・サービスが対象となる５％への減税は幅広
く家計負担の軽減になる。

横山智代 議員

夫婦同姓の強制がアイデンティ
ティの喪失や経済的不利益をもたら
していることは明らかであり、憲法

第24条第１項にある通り「夫婦が同等の権利を
有する」のが基本。どの姓を選ぶかは自由であり
その権利がある。
� 横山智代 議員


